
 

 

 

 

 

 

 

 

 

読解力の向上を目指して（新聞活用セミナー・小論文模試） 
 

 「学ぶ」とは、新しいことを知り、様々な

知識を得ることであることはもちろんです

が、それ以上に「物事を深く見つめ、考える」

ことが本当の意味での学力（学ぶ力、学ぼう

とする力）であり、現代社会で求められてい

る力でもあります。 

 本校では、これらの力を伸ばすことを目的

として、１年生から２年生にかけて新聞活用

セミナー、２年生から３年生にかけて小論文

講演会や小論文模試を実施しています。 

 

 ２月１９日（土）の土曜講座では、朝日新

聞社から藤井諭氏、池田将史氏を招いて、１年生全員を対象に第 3 回新聞活用セミナーを

行いました。これまで１年生は、新聞の紙面構成や書き方、天声人語の要約、語彙・読解

力検定の受検などに取り組んできました。今回のテーマは小論文です。作文は自分の感想

や意見を述べるものですが、小論文は１つのテーマについ

て「賛成」意見と「反対」意見をどちらも考える『１人デ

ィベート』のようなものだ、ということでした。様々な社

会問題に対して解決策を考えるとき、すぐに１つの正しい

答えが見つかるわけではありません。どのような解決策を

提案しても、良いところもあれば悪いところもあるもので

す。大切なのは、自分の価値観だけで考えるのではなく、

幅広く様々な立場に立って物事を考えることであり、小論

文ではこうした様々な意見を踏まえた上で、自分の考えを

述べることが大切だ、と締めくくられました。 

 

２年生では、実際に小論文を添削されている先生を講師に招き、小論文講演会を行ってき

ました。また小論文の書き方や小論文で頻出とされるさまざまな社会問題について学んだ

上で、小論文模試にも取り組みました。模試の結果が返却され、添削を受けた同じテーマ

でもう一度書き直し、添削してもらうリピート小論文では、平均点が８点以上も上昇し、

書き方や考え方のコツをつかんだようでした。 

 ２月７日には希望者を対象に、前回とは違ったテーマで第

３回の小論文模試を実施し、結果が返却されてきました。第

１回の小論文模試の結果に比べ、正しい書き方を意識し、社

会問題についてもニュースや新聞に目を通すなど、自分の考

えを持つことを常に意識してきたことから、第１回模試に比

べ、平均点で５点以上、テーマによっては本校受検者の平均

点が、全国平均の１１点以上となるようなテーマもありまし

た。次年度、新３年生では、国公立大学の推薦入試や AO 入

試に向けた講演会や模試を実施する予定です。 

学力向上フロンティア校に４年連続で指定！ 

 普通科の新しい取組に御注目ください！ 

 

２対２でディベート 



 

 

 

新聞活用セミナーを終えて 
～お礼文として感想をまとめる～ 

 

 

１年３組 谷川麻衣さん 

（福知山市立南陵中学校出身） 
小論文と作文の違いを学習して、私が今

まで書いてきた小論文は作文に限りなく近

いものだったと気づきました。小論文は、

自分の意見とそこに至った理由を書くだけ

の意見文ではなく、自分と反対の意見まで

考えて、文面で「１人ディベート」を行う

ようなものだと学び、作文とはまた違った

奥深さを感じました。 

 言葉でディベートをするよりも、それを

文章にして、しかも相手を納得させるよう

にまとめるのはとても難しいと思いまし

た。まず、ディベート力を鍛えて、私もし

っかりと小論文が書けるようにしたいと思

います。貴重な講演をありがとうございま

した。 

 

１年４組 吉良俊範くん 

（福知山市立六人部中学校出身） 
ディベートを行う、と言われた時、そん

なにすぐ意見の出し合いなんてできないだ

ろうと思いました。しかし、一度意見を出

してみると、次から次へと意見が出てくる

のです。話し合いはかなり白熱していまし

た。やはりどんなことでも「ふとしたきっ

かけ」が大切だと思いました。小論文を書

くことになっても、その「きっかけ」に巡

り合えるよういろいろな文章を読んでいき

たいです。 

 

１年５組 辻原拓弥くん 

（福知山市立三和中学校出身） 
 今までは小論文というものをあまり理解

していなくて、作文とごちゃ混ぜでした。

でも今日のセミナーを聴講して、作文と小

論文の違い、小論文の構成と書き方など多

くについて学ぶことができてよかったです。～中略～ また、天声人語はいろいろな話題

や考えを必ず６２４文字で書き、要点をまとめるのだから本当に能力の高い人しか作成で

きないと感じました。良い小論文を書くため、これから少しずつ模写していこうと思いま

した。 

小論文模試の結果は、このよ

うにして返却されています。 

テーマ 

「今後の雇用環境や労働形態について」 

 

小論文添削は、丁寧に添削をしていただ

いて返却されます。（下図↓） 

 添削内容をよく読み、自分自身の小論文

の書き方や考え方についてもう一度見つ

め直し、何度も書き直すことによって、よ

り広く、より深く考える力を磨きます。 

 

 

 


